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●
費
用
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
　
●
対
象
は
市
民（
市
外
の
人
で
も
、在
勤・在
学
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
該
当
す
る
人
も
対
象
に
な
る
）　
　「
ふ
じ
み
ん
元
気・健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事
業

PP

国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
の
一
斉
更
新

●「
簡
易
書
留
郵
便
」で
被
保
険
者
証
を

郵
送

　
８
月
１
日
㈯
に
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
証
の
一
斉
更
新
を
行
い
ま
す
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
7
月
中
に

簡
易
書
留
で
発
送
し
ま
す
。

●
被
保
険
者
証
と
高
齢
受
給
者
証
を

　
一
体
化

　
本
年
度
か
ら
被
保
険
者
証
と
高
齢
受

給
者
証
を
一
体
化
し
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
70
歳
以
上
の
人
に
は「
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受
給

者
証
」（
カ
ー
ド
型
）を
１
枚
の
み
郵
送

し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証（
ピ
ン
ク
色
）は
、
郵
送
し
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
資
格
喪
失
の
手
続
き
は
お
早
め
に

　
す
で
に
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て

い
る
人
は
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪

失
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

持
ち
物
　
①
社
会
保
険
な
ど
の
被
保
険

者
証
②
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

申
請
場
所
　
保
険・年
金
課（
市
役
所
本

庁
舎
１
階
）、
大
井
総
合
支
所
市
民

総
合
窓
口
課

 

保
険・年
金
課

　

２
６
２・９
０
２
０

７
月
中
に
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
を
発
送

　
現
在
お
使
い
の
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
証
は
、
７
月
31
日
㈮
が
有
効

期
限
の
た
め
、
新
し
い
証
を
７
月
中
旬

〜
下
旬
に
簡
易
書
留
で
発
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
２
年
度
の
市
県
民
税
の

課
税
標
準
額
に
よ
り
、
今
ま
で
の
被
保

険
者
証
と
一
部
負
担
割
合（
１
割
ま
た

は
３
割
）が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

 

保
険・年
金
課

　

２
６
２・９
０
２
０

７
月
中
旬
に
保
険
料

（
税
）
の
通
知
を
発
送

　
本
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税

通
知
書
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

決
定
通
知
書
お
よ
び
介
護
保
険
料
の
決

定
通
知
書
を
、
７
月
中
旬
に
発
送
し
ま

す
。

納
付
回
数
　
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保

険
＝
原
則
９
回（
７
〜
３
月
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
＝
原
則
８
回

（
７
〜
２
月
）

納
期
限
　
各
月
の
末
日（
12
月
は
25
日
。

末
日
が
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合

は
翌
平
日
）

※
年
度
の
途
中
で
課
税
内
容
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
、
変
更
ま
た
は
届
け
出

の
翌
月
に
、
再
度
保
険
税（
料
）額
を
計

算
し
通
知
し
ま
す
。

　
通
知
書
は
納
付
方
法
ご
と
に
作
成
し

ま
す
の
で
、
年
金
天
引
き（
特
別
徴
収
）

と
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替（
普
通
徴

収
）の
両
方
で
納
め
る
人
に
は
２
通
届

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

国
民
健
康
保
険・後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
つ
い
て
＝
保
険
・
年
金
課

２
６
２・９
０
３
９

　
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
＝
高
齢
福
祉

課

２
６
２・９
０
３
７

「
生
き
が
い
学
習
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
２
０
２
０
」
発
行

　
学
び
の
き
っ
か
け
に
役
立
て
て
い
た

だ
く
た
め
、
市
の
催
し
物
や
市
内
で

活
動
し
て
い
る
団
体
・
サ
ー
ク
ル
な
ど

を
掲
載
し
た「
生
き
が
い
学
習
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
２
０
２
０
」を
発
行
し
ま
し
た
。

　
市
内
の
公
共
施
設
な
ど
で
、
冊
子
を

手
に
取
っ
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
冊
子
の
数
に
は
限
り
が
あ
る
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）で
も
閲
覧
で
き
ま

す
。

 

協
働
推
進
課

２
６
２・８
１
２
３

　現在お持ちの各認定証の有効期限は、７月31日㈮です。
　引き続き国民健康保険の認定証が必要な場合は、改めて
申請が必要です（申請した月の１日から有効）。
　後期高齢者医療の加入者で引き続き該当する場合は、７
月下旬に新しい認定証を発送します。
　認定証を医療機関に提出すると、医療機関へ支払う一部
負担金が自己負担限度額までとなります。入院などで医療
費が高額になる場合はご利用ください。
●申請方法
申請に必要なもの　対象者の被保険者証
申請場所　保険・年金課、大井総合支所市民総合窓口課
対象者　下表のとおり

国民健康保険・後期高齢者医療
「限度額適用認定証」
「限度額適用・標準負担額減額認定証」
「標準負担額減額認定証」の更新

国民健康保険

次のいずれかに該当する人
①69歳以下で保険税の滞納がない
②70歳以上の住民税非課税世帯
③70歳以上で、医療費の自己負担額が

3割かつ、課税所得が690万円未満

後期高齢者
医療保険

①住民税非課税世帯
②医療費の自己負担額が３割かつ、課

税所得が690万円未満

埼 玉 県
国 民 健 康 保 険
被 保 険 者 証

有効期限　〇年〇月〇日
適用開始年月日　〇年〇月〇日

記号　36　　番号　○○○○○○

保険者番号　110361

氏 名
生 年 月 日
交 付 年 月 日
世 帯 主 氏 名
住 所

ふじみ野　太郎
〇年〇月〇日
〇年〇月〇日　　　性別　〇
ふじみ野　一郎
埼玉県ふじみ野市○○番○○号

印交付者名　ふじみ野市

旧
埼 玉 県
国 民 健 康 保 険
被 保 険 者 証
兼高齢受給者証

有効期限　〇年〇月〇日
発行期日　〇年〇月〇日

記号 36　番号　○○○○○○

保険者番号　110361

氏 名
生 年 月 日
運用開始年月日
交 付 年 月 日
世 帯 主 氏 名
住 所

ふじみ野　太郎
〇年〇月〇日
〇年〇月〇日　　　性別　〇
〇年〇月〇日　　　負担割合〇割
ふじみ野　一郎
埼玉県ふじみ野市○○番○○号

印保険者名　ふじみ野市

新

 保険・年金課（国民健康保険＝ 262・9042）
（後期高齢者医療＝ 262・9020）



16

　

低
所
得
者
の
介
護
保
険

料
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　
昨
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
低
所
得
者
の
介

護
保
険
料
の
軽
減
を
強
化
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、保
険
料
段
階
が
第
1・

第
２
段
階
の
第
１
号
被
保
険
者
保
険
料

が
、
左
表
の
と
お
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

対象 軽減後の年額
（令和 2年度）

第１段階

次のいずれかに該当する人
①生活保護受給者
②老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市民税非課税
③世帯全員が市民税非課税で、前年の課税年金収入額と

合計所得金額（※）の合計が８０万円以下

16,700円
（8,400円の軽減）

第２段階
世帯全員が市民税非課税で、前年の課税年金収入額と
合計所得金額（※）の合計が80万円超120万円以下の人

27,900円
（8,300円の軽減）

※
合
計
所
得
金
額
と
は「
収
入
」か
ら

「
必
要
経
費
な
ど
」を
控
除
し
た
額
で
、

「
長
期
譲
渡
所
得
お
よ
び
短
期
譲
渡
所

得
に
係
る
特
別
控
除
額
」と「
年
金
収
入

に
係
る
所
得
額
」を
控
除
し
た
額
。

 

高
齢
福
祉
課

２
６
２・９
０
３
７

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度

　「
所
得
が
少
な
い
」、「
失
業
し
た
」な

ど
の
理
由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

難
し
い
と
き
は
、
本
人
が
申
請
す
る
こ

と
で
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
市
民
税
の
申
告
内
容
を
も
と

に
審
査
を
行
う
た
め
、
収
入
が
無
い
場

合
で
も
必
ず
申
告
が
必
要
で
す
。

●
免
除（
全
額・一
部
）申
請

　
本
人・配
偶
者・世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
や
失
業
な
ど

の
事
由
が
あ
る
場
合
に
、
保
険
料
が
全

額
ま
た
は
一
部
免
除
と
な
り
ま
す
。

●
納
付
猶
予
申
請

　
50
歳
未
満
で
、
本
人
・
配
偶
者
そ
れ

ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
、
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

●
学
生
納
付
特
例
申
請

　
学
生
で
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

■
過
去
２
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請

が
で
き
ま
す

　
保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
２
年
を
経

過
し
て
い
な
い
期
間
に
つ
い
て
は
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
免
除
な
ど
の
申
請
が
で
き

ま
す
。

　
申
請
が
遅
れ
る
と
、
万
が
一
の
と
き

に
障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
な
ど
の

不
利
益
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
速
や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

 

川
越
年
金
事
務
所

　

２
４
２・２
６
５
７

　
保
険・年
金
課

２
６
２・９
０
２
０

　
大
井
総
合
支
所
市
民
総
合
窓
口
課

　

２
２
０・２
０
６
２

空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や

解
体
を
お
考
え
の
人
へ

　
市
で
は
、
各
金
融
機
関
と
協
定
を
締

結
し
、
所
有
者
に
よ
る
使
用
し
て
い
な

い
空
き
家
の
活
用
な
ど
を
促
進
す
る
た

め
、
空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
解
体
に

関
す
る
ロ
ー
ン
の
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。

※（ 
）は
、
空
き
家
解
体
費
用
の
場
合
。

※
い
ず
れ
も
無
担
保
。

	

●
掲
載
記
事
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
●
前
月
号
ま
で
に
掲
載
し
た
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
は
、
中
止
ま
た
は
延
期
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

金融機関 問合せ 最高融資金額 最長融資期間
埼玉りそな

銀行
クレジットセンター

0120・72・8156 1,000万円 15年

武蔵野銀行 メールオ－ダー係
0120・30・6340 500万円 10年

東和銀行 大井町支店
264・5111

1,000万円
（500万円）

20年
（10年）

埼玉縣
信用金庫

ふじみ野ローンセンター
263・0731 500万円 10年

川口
信用金庫

かわしんローンセンター
0120・12・6000

1,000万円
（500万円） 15年

 

建
築
課

２
６
２・９
０
４
３

耐震診断・耐震改修工事の費用を一部補助
　既存住宅の耐震診断費用および耐震改修工事費用の一部
を補助します。
　なお、耐震改修工事の補助申請には事前に耐震診断を受
ける必要があります。補助申請をする人は、必ず事前に建
築課にご相談ください。
対象建築物　建築確認を取得し、昭和５６年５月３１日以前に

着工された建築物で、かつ、建築基準法に適合している
建築物のうち、戸建専用住宅・戸建兼用住宅・共同住宅・長
屋住宅。木造建築物の場合は、在来工法により建築され
たもの
対象者　補助対象となる建築物を市内に所有し、自ら居住

し、市税を滞納していない人
補助金額　下表のとおり（予算額に達し次第終了の可能性が

あります）

　建築課（ 220・2069）

住宅の種類 補助率 補助限度額

耐
震
診
断

戸建専用住宅
戸建兼用住宅 耐震診断に

要した費用の
3分の2

５万円

共同住宅
長屋住宅

一戸当たり2万円、
合計200万円

耐
震
改
修

戸建専用住宅
戸建兼用住宅 耐震改修に

要した費用の
23％

３０万円

共同住宅
長屋住宅

一戸当たり3０万円、
合計２,０００万円

環境フェアは中止になりました
　10 月 17 日㈯に開催を予定していた「第１６回ふじみ野市
環境フェア」は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の
影響を考慮し、中止することに決定しました。

 環境フェア実行委員会事務局
　（環境課内 262・9021）

福岡河岸まつりは中止になりました
　8 月に開催を予定していた「第 12 回福岡河岸まつり」は、
新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を考慮し、中
止することに決定しました。

 福岡河岸まつり実行委員会協力窓口
　（協働推進課 262・9016）
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●
費
用
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
　
●
対
象
は
市
民（
市
外
の
人
で
も
、在
勤・在
学
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
該
当
す
る
人
も
対
象
に
な
る
）　
　「
ふ
じ
み
ん
元
気・健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事
業

PP

　
な
お
、
予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の（
年
金
手
帳・年
金
証

書
な
ど
）を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

 

川
越
年
金
事
務
所

　

２
４
２・２
６
５
７

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
を
発
売

　
こ
と
し
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

は
、１
等・前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億
円
。

同
時
発
売
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

は
、
１
等
１
０
０
０
万
円
。
宝
く
じ
の

収
益
金
は
市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
場
所
　
全
国
の
宝
く
じ
売
場

※
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
購
入
も
で
き
ま
す
。

発
売
期
間
　
７
月
14
日
㈫
〜
８
月
14
日
㈮

抽
選
日
　
８
月
21
日
㈮

支
払
開
始
日
　
８
月
26
日
㈬

自
衛
官
採
用
試
験

採
用
職
種
　
①
航
空
学
生

　
②
一
般
曹
候
補
生

　
③
自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格
　
①
海
＝
高
卒（
見
込
含
）〜

22
歳
、
空
＝
高
卒（
見
込
含
）〜
20
歳

②
③
18
〜
32
歳

※
①
②
は
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
、

③
は
採
用
月
１
日
現
在
の
年
齢
。

一
次
試
験
日
　
①
９
月
22
日
㈷

　
②
９
月
18
日
㈮
〜
20
日
㈰
の
う
ち
指

定
す
る
１
日

川
越
年
金
事
務
所
が

７
月
27
日
㈪
に
移
転

　
川
越
年
金
事
務
所
が
移
転
し
ま
す
。

な
お
、
受
付
時
間
や
休
業
日
、
業
務
内

容
は
移
転
前
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

移
転
先
　
川
越
市
脇
田
本
町
８・１
Ｕ
―

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｅ
５
階（
川
越
駅
西
口
か

ら
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
で
直

結
、
徒
歩
２
分
）

川
越
駅西口

旧川越年金事務所

移転先

ウェスタ川越

交番

足利銀行

埼玉縣信用金庫

こばやしこどもクリニック

駐車場

受
付
時
間
　
月
曜
日
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
７
時（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
火
曜
日
）、
火
〜
金
曜
日
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
、
第
２
土

曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

休
業
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

業
務
内
容
　
年
金
相
談
、
厚
生
年
金
保

険
・
国
民
年
金
関
係
の
届
出
書
の
受

付
な
ど

●
年
金
相
談
は
予
約
優
先
で
す

　
年
金
相
談
は
予
約
優
先
で
対
応
の
た

め
、
予
約
受
付
電
話

０
５
７
０
・
０

５
・
４
８
９
０（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）へ
事

前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

レジ袋削減にご協力ください　環境問題解決の第一歩

　プラスチックは、非常に便利な素材です。成形しやすく、軽くて
丈夫で密閉性も高いため、製品の軽量化や食品ロスの削減など、あ
らゆる分野で私たちの生活に貢献しています。一方で、廃棄物・資
源制約、海洋プラスチックごみ、地球温暖化などの課題もあります。
　このような状況を踏まえ、ことし７月１日より、全国一律でプラ
スチック製買物袋、いわゆる「レジ袋」の有料化が実施されます。こ
れは、普段何気なくもらっているレジ袋を有料化することで、それ
が本当に必要かを考えていただき、私たちのライフスタイルを見直
すきっかけとすることを目的としています。
　皆さんも、レジ袋有料化をきっかけに自身のライフスタイルを見
つめ直し、エコバッグを持ち歩くなど、できるところからプラスチッ
クを賢く使う工夫をしてみましょう。詳しくは経済産業省特設ペー
ジ（ https://www.meti.go.jp/policy/recycle/plasticbag/
plasticbag_top.html）でご確認ください。

　経済産業省 消費者（ 0570・080180）
　　　　　　　 事業者（ 0570・000930）

レジ袋有料化　7月 1日から全国でスタート

　環境課（市役所本庁舎２階）窓口
で、アプリ画面をご提示ください。
アプリダウンロード方法　App 

StoreまたはGoogle Playで「ふ
じみ野 ごみ分別」を検索しダウ
ンロード

※ダウンロードは無料。通信料は
利用者負担です。

　環境課（ 262・9022）

「ふじみ野市ごみ分別アプリ」を
ダウンロードした人に
オリジナルエコバッグ

（数量限定）をプレゼント！

　
③
受
付
時
に
通
知

受
付
期
間
　
①
②
７
月
１
日
㈬
〜
９
月

10
日
㈭

　
③
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

入
隊
　
来
年
３
月
下
旬
予
定

※
詳
し
く
は
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

https://w
w

w
.

m
od.go.jp/pco/saitam

a/

）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

 

自
衛
隊
入
間
地
域
事
務
所

　 

０
４・２
９
２
３・４
６
９
１

会
計
年
度
任
用
職
員

　
国
勢
調
査
実
施
期
間
中
の
会
計
年
度

任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
場
所
　
情
報・統
計
課（
市
役
所
第

２
庁
舎
４
階
）ほ
か

任
用
期
間
　
９
月
下
旬
〜
11
月
の
３
カ

月
間

内
容
　
統
計
調
査
に
関
す
る
書
類
の
準

備
・
整
理
や
電
話
対
応
な
ど
の
業
務

に
対
応
す
る
一
般
事
務

申
込
方
法
　
７
月
８
日
㈬
〜
30
日
㈭
に

電
子
申
請
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

情
報・統
計
課

　

２
６
２・９
０
０
７

▲ iOS 用

▲ Android 用
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市
民
活
動
交
流
会
２
０
２

１
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市

民
活
動
団
体
の
Ｐ
Ｒ
お
よ
び
活
動
の
周

知
、
そ
し
て
市
民
活
動
へ
の
参
加
促
進

を
目
的
と
し
て
、
来
年
２
月
７
日
㈰
に

開
催
す
る「
市
民
活
動
交
流
会
２
０
２

１
」の
参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　
他
市
民
団
体
や
市
民
と
の
交
流
を
図

る
絶
好
の
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
で
活
動
す
る
市
民
活
動
団
体

申
込
方
法
　
募
集
要
項
を
確
認
の
上
、

９
月
16
日
㈬
ま
で
に
申
込
書
を
窓
口

か
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
提

出
す
る

※
募
集
要
項
と
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

 

〒
３
５
６
・
０
０
０
４
霞
ケ
丘
1
・

2
・
7
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　

２
６
１・０
６
８
１

　

shim
inkatudou@

etude.
ocn.ne.jp

介
護
の
仕
事
に
興
味
が

あ
る
皆
さ
ん
へ

●「
令
和
２
年
度
埼
玉
県
介
護
助
手
の

養
成・確
保
」参
加
者
募
集

　
介
護
の
仕
事
は
、
人
を
支
え
社
会
を

支
え
る
、や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

県
で
は
、
介
護
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る

人
へ
、
研
修
か
ら
就
職
ま
で
幅
広
く
支

援
し
て
い
ま
す
。

内
容
　
①
介
護
職
員
雇
用
推
進
事
業
＝

県
内
介
護
施
設
な
ど
で
の
就
職
を
希

望
し
て
い
る
人
へ
、
介
護
職
員
初
任

者
研
修
の
受
講
か
ら
就
職
ま
で
を
支

援
　
②
介
護
助
手
の
養
成
・
確
保
＝
60
歳

未
満
で
、
主
に
短
時
間
で
の
働
き
方

を
希
望
す
る
人
に
、
県
内
介
護
施
設

な
ど
で
介
護
助
手
と
し
て
働
く
た
め

の
研
修
受
講
か
ら
就
職
ま
で
を
支
援

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
埼
玉
県

介
護
職
員
雇
用
推
進
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（

http://w
w

w
.kaigo-m

anabu.
com

/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

㈱
シ
グ
マ
ス
タ
ッ
フ
大
宮
支
店

	

●
掲
載
記
事
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
●
前
月
号
ま
で
に
掲
載
し
た
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
は
、
中
止
ま
た
は
延
期
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　来年4月から市の公共施設の管理運営業
務を行う指定管理者を募集します。詳しく
は市ホームページをご覧ください。

公の施設の
指定管理者を募集します

●ふじみ野市立産業文化センター
　文化・スポーツ振興課（ 262・8124）

●ふじみ野市立児童センター
　子育て支援課（ 262・9033）

　来年4月1日採用の消防職員を募集します。　　　　　
採用人数　6人程度
試験区分　①大卒（平成6年4月2日以降に生まれた人）
　②短卒（平成8年4月2日以降に生まれた人）
　③高卒（平成10年4月2日以降に生まれた人）
　④救急救命士（平成6年4月2日以降に生まれた人）
試験日　9月20日㈰
試験会場　入間東部地区事務組合消防本部
申込方法　7月27日㈪～8月7日㈮（当日消印有効）に、指定

書式を郵送する
※指定書式は、入間東部地区事務組合消防本部ホームページ

（ https://www.irumatohbu119.jp/shobo/）からダウン
ロードまたは消防本部消防総務課・各署・分署で配布。

 〒356・0058大井中央1・1・19
　入間東部地区事務組合消防本部消防総務課職員係
　（ 261・6004）

入間東部地区事務組合消防本部
消防職員を募集します

　

０
４
８・７
８
２・５
１
７
３

※
受
託
事
業
者
。
委
託
元
は
県
高
齢
者

福
祉
課
。
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●
費
用
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
　
●
対
象
は
市
民（
市
外
の
人
で
も
、在
勤・在
学
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
該
当
す
る
人
も
対
象
に
な
る
）　
　「
ふ
じ
み
ん
元
気・健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事
業

PP

第
18
回
鶴
ケ
岡
寄
席

日
時
　

7
月
12
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分（
開
場
は
１
時
）

場
所
　
鶴
ケ
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

出
演
　
柳
家
　
さ
ん
光

入
場
料
　
当
日
券
＝
５
０
０
円

　
前
売
り・電
話
予
約
＝
４
０
０
円

 

鶴
ケ
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

２
７
８・１
１
２
２

地
元
の
ほ
ぐ
し
屋

日
時
　
毎
週
木
曜
日

　
午
後
２
時
30
分
〜
７
時

場
所
　
エ
コ
パ
和
室

参
加
費
　
10
分
５
０
０
円
、

　
25
分
１
５
０
０
円（
別
途
入
館
料
）

 

エ
コ
パ

２
９
３・７
５
６
８

レ
デ
ィ
ー
ス

ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ガ

日
時
　
７
月
22
日
㈬・29
日
㈬
、８
月
５

日
㈬
午
前
10
時
15
分
〜
11
時
15
分

場
所
　
エ
コ
パ
和
室

参
加
費
　
一
般（
中
学
生
以
上
）１
０
０

０
円（
別
途
入
館
料
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

エ
コ
パ

２
９
３・７
５
６
８

採
れ
た
て
ふ
じ
み
野
畑

　
地
元
で
採
れ
た
新
鮮
な
野
菜
や
狭
山

茶
な
ど
の
農
作
物
を
販
売
し
ま
す
。

※
売
り
切
れ
次
第
終
了
。

●
市
役
所
本
庁
舎
玄
関
脇

日
時
　
７
月
21
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午

●
大
井
総
合
支
所
1
階
玄
関
ロ
ビ
ー

日
時
　
８
月
４
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午

 

産
業
振
興
課

２
６
２・９
０
２
４

●
大
井
図
書
館
玄
関
前

日
時
　
７
月
12
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

 

大
井
図
書
館

２
６
３・１
１
０
０

救
命
入
門
コ
ー
ス

日
時
　
８
月
22
日
㈯

　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所
　
入
間
東
部
地
区
事
務
組
合
消
防

本
部（
大
井
中
央
１・１・19
）

対
象
　
ふ
じ
み
野
市
、
富
士
見
市
、
三

芳
町
に
在
学
の
小
学
４
〜
６
年
生
と

保
護
者（
児
童
の
み
の
参
加
は
不
可
）

定
員
　
小
学
生
10
人（
申
込
順
）

申
込
方
法
　
８
月
３
日
㈪
〜
14
日
㈮
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
に
電
話
で

申
し
込
む

 

入
間
東
部
地
区
事
務
組
合
消
防
本

部
救
急
課

２
６
1・６
６
７
３

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

日
時
　
８
月
23
日
㈰
午
前
9
時
〜
正
午

場
所
　
入
間
東
部
地
区
事
務
組
合
消
防

本
部（
大
井
中
央
１・１・19
）

対
象
　
ふ
じ
み
野
市
、
富
士
見
市
、
三

芳
町
に
在
住・在
勤・在
学
の
人

定
員
　
15
人（
申
込
順
）

申
込
方
法
　
８
月
３
日
㈪
〜
７
日
㈮
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
に
電
話
で

申
し
込
む

 

入
間
東
部
地
区
事
務
組
合
消
防
本

部
救
急
課

２
６
1・６
６
７
３

　介護経験などを活かしたい人、介護の息抜きをしたい人、認知症
の人やその家族など、さまざまな地域住民が集い、日々の悩みを語
り合い、情報交換しながら、気軽に安心して過ごせる場所を一緒に
つくっていきませんか？
　オレンジカフェは、「認知症の人と家族、地域住民、専門職などの
誰もが参加でき、集う場」です。

料金　1人100円
申込方法　当日会場で申し込む

　高齢福祉課（ 262・9038）

オレンジカフェふじみんオレンジカフェふじみん

●介護事業所など主催
日時 場所・問合せ

7 月 12 日㈰
午後 2 時～ 4 時

富家在宅リハビリテーションケアセンター
（ 293・8222）

7 月 17 日㈮
午後 2 時～ 3 時

メディカルホームふじみ野
（ 293・3216）

7 月 18 日㈯
午前 10 時～正午

医療生協さいたま ふじみ野ケアセンター
（ 267・1104）

●高齢者あんしん相談センタ－主催
日時 場所 問合せ

7 月 8 日㈬
午後 2 時
～ 3 時 30 分

グループホーム
ふくしのまち鶴ケ岡

高齢者あんしん相談
センターつるがまい

（ 256・6061）

7 月 16 日㈭
午後 1 時 30 分
～ 3 時 30 分

介護予防
センター 2 階

高齢者あんしん相談
センターかすみがおか

（ 264・7620）
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●
掲
載
記
事
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
●
前
月
号
ま
で
に
掲
載
し
た
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
は
、
中
止
ま
た
は
延
期
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

丁
寧
に
教
え
ま
す
！

ゆ
か
た
着
付
け
教
室

　
毎
年
好
評
の
ク
ラ
ス
で
す
。

日
時
　

7
月
9
日
㈭・16
日
㈭（
全
2
回
）

　
①
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
②
午
後
１
時
〜
2
時
30
分

場
所
　
市
民
交
流
プ
ラ
ザ（
フ
ク
ト
ピ

ア
内
）

対
象
　
20
歳
以
上
の
女
性
　

定
員
　
各
6
人

参
加
費
　
１
５
０
０
円（
２
回
分
）

申
込
方
法
　
７
月
７
日
㈫
ま
で
に
窓
口

か
電
話
で
申
し
込
む

 

市
民
交
流
プ
ラ
ザ

　

２
６
４・７
９
７
１

　
月
イ
チ
講
座 

火
曜

筋
膜
リ
リ
ー
ス
教
室

　
季
節
に
合
っ
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、

体
の
ケ
ア
を
楽
し
く
レ
ッ
ス
ン
！

　
日
曜
筋
膜
リ
リ
ー
ス
教
室 

渡
辺
先

生
の
講
座
で
す
。

日
時
　

7
月
28
日
㈫（
毎
月
第
４
火
曜

日
）午
後
３
時
15
分
〜
４
時
15
分

場
所
　
市
民
交
流
プ
ラ
ザ（
フ
ク
ト
ピ

ア
内
）

対
象
　
20
歳
以
上
の
人

参
加
費
　
１
回
当
た
り
１
０
０
０
円

申
込
方
法
　
窓
口
か
電
話
で
申
し
込
む

 

市
民
交
流
プ
ラ
ザ

　

２
６
４・７
９
７
１

日
本
人
講
師
が
教
え
る 

全
く
の

初
心
者
向
け
入
門
英
会
話
教
室

　
当
館
併
設
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
英
会
話
の

ク
ラ
ス
へ
の
移
動
を
目
指
す
基
本
の
基

の
ク
ラ
ス
で
す
。

日
時
　
毎
週
水
曜
日
午
後
6
時
〜
7
時

（
第
1
・
3
週
目
は
午
後
5
時
〜
6

時
）

場
所
　
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
　

定
員
　
約
10
人（
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
）

参
加
費
　
４
６
０
０
円（
４
回
分
）

申
込
方
法
　
７
月
５
日
㈰
か
ら
窓
口
か

電
話
、
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
申
し
込
む

 

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

　

２
６
９・４
８
１
１

新
規
開
講
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
リ
ス

ニ
ン
グ
講
座
（
継
続
あ
り
）

　
外
国
人
教
師
に
よ
る
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
テ

ス
ト
の
リ
ス
ニ
ン
グ
を
強
化
す
る
ク
ラ

ス
で
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ 

Ｌ
＆
Ｒ
テ
ス

ト
目
標
６
５
０
点
。

日
時
　
７
月
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日

（
毎
週
火
曜
日
）

　
午
後
７
時
45
分
〜
８
時
45
分

場
所
　
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
４
８
０
０
円（
４
回
分
）、
別

途
教
材
費

申
込
方
法
　
７
月
５
日
㈰
か
ら
窓
口
か

電
話
、
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
申
し
込
む

 

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

　

２
６
９・４
８
１
１

「見て」「さわって」「感じる」体験の場「えこらぼ」へ

　えこらぼ内リサイクル工房で、リサイクル家
具や自転車を販売しています。
●家具の販売（開館時は随時購入可）
日時　火～土曜日午前９時～午後４時

　リサイクル工房（ 257・5393） 
●リサイクル自転車の抽選販売
　新型コロナウイルス感染症対策として、自
転車の抽選方式が変わりました。以前はえこ
らぼに集まり抽選を行っていましたが、抽選の
ための来館は不要になります。
抽選販売の参加方法　①月初～抽選前日午

後４時に窓口で申し込む②当選者に、抽選
当日（第３土曜日）午前9時～10時に電話連絡

（必ず申込者本人が対応してください）③翌
水曜日以降にえこらぼに来館し、納車
 リサイクル工房（ 257・5393） 

リサイクル家具・自転車
開催日 時間 内容 定員

①8月4日㈫

午前 10 時
～11 時 30 分

果物・野菜で発電！？
身近な果物、野菜を使った発電実験をしよう！

16人

②8月5日㈬
ミニキエーロを作ろう！
キエーロは生ごみを消してくれる不思議な箱。
ミニキエーロを作って生ごみを減らそう！

12人

③8月6日㈭ ちりめんモンスターゲットだぜ！
ちりめんじゃこに混ざった小さな生き物を探そう！

16人

④8月7日㈮ 午後 7 時 30 分
～9時

えこらぼで星空教室（※）
望遠鏡で、夏の大三角形と天の川を見よう！

（雨天時は室内で天文教室）
10組

※「えこらぼで星空教室」は、人気講座のため、初参加の人を抽選対象とします（ただし、
過去に参加経験があっても悪天候で星を見ることができなかった場合は抽選対象です）。

夏休みの環境学習講座

場所　ふじみ野市・三芳町環境センター環境学習館えこらぼ
対象　①②③小学生（3年生以下は親同伴）、④小学生以下は親同伴
申込方法　7月17日㈮までに、電話か電子申請（ＱＲコード）で申し

込む（定員を超えた場合は抽選。抽選結果は当選者のみに連絡）
 環境課（ 262・9022）

PP
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医療法人社団富家会
富家病院デイケアセンター
富家デイサービスセンター

「生涯現役」を富家グループ通所サービスが支援いたします
富家グループの充実した安心のリハビリ

・半日利用可
・多彩なアクティビティ
・最新入浴設備
・カラオケ設備あり

☎ ������������ ☎ �������������デイケア デイ

 

●
費
用
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
　
●
対
象
は
市
民（
市
外
の
人
で
も
、在
勤・在
学
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
該
当
す
る
人
も
対
象
に
な
る
）　
　「
ふ
じ
み
ん
元
気・健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事
業

PP

成
人
健
康
相
談

（
妊
婦
含
む
）

日
時
　
①
７
月
６
日
㈪
②
７
月
７
日
㈫

③
８
月
３
日
㈪
④
８
月
７
日
㈮

　
い
ず
れ
も
時
間
は
午
前
９
時
30
分
〜

11
時（
要
予
約
）

場
所
　
①
③
保
健
セ
ン
タ
ー
分
室（
大

井
総
合
支
所
2
階
）

　
②
④
保
健
セ
ン
タ
ー（
フ
ク
ト
ピ
ア

内
）

内
容
　
血
圧
測
定
、
体
脂
肪
率
測
定
、

尿
検
査
、
健
診
結
果
の
見
方
、
健
康

や
栄
養
に
関
す
る
相
談
な
ど

※
②
③
は
成
人
歯
科
健
康
相
談
を
実
施
。

 

保
健
セ
ン
タ
ー

２
６
２・９
０
４
０

こ
こ
ろ
の
健
康
個
別
相
談

日
時
　
①
７
月
27
日
㈪
②
８
月
21
日
㈮

い
ず
れ
も
時
間
は
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分（
要
予
約
）

場
所
　
①
保
健
セ
ン
タ
ー
分
室（
大
井

総
合
支
所
２
階
）

　
②
保
健
セ
ン
タ
ー（
フ
ク
ト
ピ
ア
内
）

 

保
健
セ
ン
タ
ー

２
９
３・９
０
４
５

ワ
ク
チ
ン
で
予
防
！

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
風
邪
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
流
行
で
体
調
を

崩
す
こ
と
が
多
く
な
り
や
す
い
季
節
で

す
。
そ
の
前
に
予
防
接
種
を
計
画
的
に

受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
予
防
接
種
法
な
ど
に
基
づ
い

た
定
期
の
予
防
接
種
を
無
料（
公
費
助

成
）で
受
け
る
に
は
、
対
象
年
齢
や
接

種
間
隔
・
回
数
な
ど
に
決
ま
り
が
あ
り

ま
す
。
母
子
健
康
手
帳
な
ど
で
予
防
接

種
歴
や
罹
患
歴
を
確
認
し
、
実
施
医
療

機
関
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る「
予
防

接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」を
読
み
、
か

か
り
つ
け
医
と
相
談
の
上
、
計
画
的
に

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
記
事
で
は
、
定
期
予
防
接
種
の

う
ち
、
特
に
就
学
前
の
１
年
間（
年
長

児
）と
学
齢
期
に
関
係
す
る
予
防
接
種

に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
乳
幼
児

期
に
受
け
る
定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

は
、
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）な
ど
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
共
通
事
項

接
種
方
法
　
実
施
医
療
機
関（
健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）に
直
接
申
し
込
む

※
そ
の
他
の
医
療
機
関
で
の
接
種
を
希

望
す
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

費
用
　
対
象
年
齢
な
ど
の
決
め
ら
れ
た

事
項
が
守
ら
れ
て
い
る
場
合
は
無
料

（
公
費
負
担
）

●
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

　
麻
し
ん（
は
し
か
）は
、
と
て
も
感
染

力
が
強
く
、
予
防
接
種
を
受
け
な
い
と

か
か
り
や
す
い
病
気
で
す
。
ま
た
、
風

し
ん
は
大
人
に
な
っ
て
か
か
る
と
重
症

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
風
し
ん
に
対
す
る
免
疫
が
不
十
分
な

妊
娠
20
週
ご
ろ
ま
で
の
妊
婦
が
感
染
す

る
と
、
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
、
目
が
見

え
に
く
い
、
生
ま
れ
つ
き
心
臓
に
病
気

が
あ
る
な
ど「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」

と
い
う
病
気
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
く

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

対
象
年
齢
　
第
１
期
＝
１
歳
〜
２
歳
に

至
る
ま
で

　
第
２
期
＝
平
成
26
年
４
月
２
日
〜
平

成
27
年
４
月
１
日
生
ま
れ

接
種
期
限
　
第
１
期
＝
１
歳
〜
２
歳
に

至
る
ま
で

　
第
２
期
＝
来
年
３
月
31
日
ま
で

接
種
回
数
　
各
１
回

●
日
本
脳
炎
予
防
接
種

　
日
本
脳
炎
は
、
ブ
タ
な
ど
の
体
内
で

増
え
た
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
が
蚊
に

よ
っ
て
媒
介
さ
れ
感
染
し
ま
す
。

対
象
者
　
第
１
期
＝
３
〜
７
歳
６
カ
月

に
至
る
ま
で

　
第
２
期
＝
９
〜
12
歳

　
特
例
対
象
者
＝
19
歳
以
下（
平
成
12

年
４
月
２
日
〜
19
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）で
平
成
17
〜
21
年
度
の
積
極
的

な
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
接
種
で

き
な
か
っ
た
不
足
分
の
接
種
が
で
き

ま
す

接
種
回
数
　
第
１
期
＝
初
回
２
回（
６

日
以
上
の
間
隔
）お
よ
び
追
加
１
回

（
初
回
２
回
接
種
後
、お
お
む
ね
１
年

後
）

　
第
２
期
＝
１
回

※
特
例
対
象
者
の
接
種
回
数
や
間
隔
な

ど
は
、
実
施
医
療
機
関
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
二
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

予
防
接
種

対
象
者
　
11
〜
12
歳

接
種
回
数
　
１
回

 

保
健
セ
ン
タ
ー

　

２
６
４・８
２
９
２

薬
剤
投
与
な
ど
に
よ
り

Ｃ
型
肝
炎
に
感
染
し
た
人
へ

　「
特
定
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
お
よ
び

特
定
血
液
凝
固
第
Ⅸ
因
子
製
剤
に
よ
る

Ｃ
型
肝
炎
感
染
被
害
者
を
救
済
す
る
た

め
の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
令
和
２
年
４
月
１
日

よ
り
追
加
給
付
金
の
請
求
期
間
が
、
症

状
が
進
行
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら

５
年
以
内
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

 

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器

総
合
機
構（
給
付
金
支
給
相
談
窓
口
）

０
１
２
０・７
８
０・４
０
０

　

https://w
w

w
.pm

da.go.jp/
relief-services/hepatitis
-c/0001.htm

l
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 上福岡駅 東口 徒歩１分

相談予約 TEL ０４９－２６７－８４４４
ふじみ野市上福岡１－６－３８ 花磯ビル３階 

　民事･離婚･相続･医療過誤･交通事故（相談料30分3000円 税込）

　借金整理・破産・個人再生・過払金請求 （相談料 無料）

○弁護士20年以上の実績 ○弁護士費用の分割のご相談にも応じます

秋 山 誠 法 律 事 務 所

埼玉弁護士会　弁護士　秋 山 　誠

	

●
掲
載
記
事
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
●
前
月
号
ま
で
に
掲
載
し
た
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
は
、
中
止
ま
た
は
延
期
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

集
団
乳
が
ん
検
診
の

受
診
者
募
集
！

　
市
で
は
無
料
で
集
団
乳
が
ん
検
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

日
程・場
所
　
左
表
の
と
お
り

場所 日程

保健センター分室
（大井総合所2階）

★9月 3日㈭
　9月 4日㈮
　9月 6日㈰

保健センター
（フクトピア内）

★9月15日㈫
　9月18日㈮

★＝保育あり（マンモグラフィ撮影
時。要事前予約）

※
申
し
込
み
人
数
に
よ
り
、中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
受
付
か
ら
終
了
ま
で
最
大
2
時
間

程
度
か
か
り
ま
す
。時
間
に
余
裕
の
あ

る
日
程
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。受
付
時

間
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

検
診
方
法
　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ（
乳
房

Ⅹ
線
撮
影
）

対
象
　
平
成
3
年
3
月
31
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人（
30
歳
以
上
に
な
る
人
）

※
令
和
元
年
度
に
市
の
乳
が
ん
検
診

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）を
受
け
た
人
は
受

診
で
き
ま
せ
ん（
た
だ
し
、本
年
度
ク
ー

ポ
ン
対
象
の
人
は
受
診
で
き
ま
す
）。

※
治
療
中
の
人
や
授
乳
を
終
え
て
間
も

な
い
人
な
ど
、
個
人
の
状
況
に
よ
り
検

診
に
適
さ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※
検
診
を
受
け
る
際
に
介
助
が
必
要
な

人
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

定
員
　
各
回
90
人（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）

費
用
　
無
料（
全
額
公
費
助
成
）

申
込
方
法
　

7
月
1
日
㈬
〜
27
日
㈪

（
消
印
有
効
）に
①
件
名「
乳
が
ん
検

診
希
望
」②
氏
名（
ふ
り
が
な
）③
生

年
月
日
④
住
所
⑤
電
話
番
号
⑥
受
診

希
望
日
と
場
所（
必
ず
第
3
希
望
ま

で
）⑦（
必
要
な
人
の
み
）保
育
希
望

人
数
と
年（
月
）齢
を
記
入
の
上
、
窓

口
か
郵
送
、
電
子
申
請
で
申
し
込
む

（
1
人
1
通
）

受
診
決
定
通
知
　

8
月
17
日
㈪
ま
で
に

申
込
者
全
員
に
郵
送

 

〒
３
５
６・０
０
１
１
福
岡
１・２・

５
保
健
セ
ン
タ
ー（
フ
ク
ト
ピ
ア
内
）

　

２
６
２・９
０
４
０

　
ふ
じ
み
野
市

成
人
歯
科
健
康
診
査

　
昨
年
の
ふ
じ
み
野
市
成
人
歯
科
健
康

診
査
の
受
診
者
の
う
ち
、
86
％
の
人
が

歯
周
病
で
あ
る
と
い
う
結
果
で
し
た
。

こ
の
機
会
に
市
の
歯
科
健
診
を
受
け
、

む
し
歯
や
歯
周
病
な
ど
を
早
期
発
見

し
、
歯
の
喪
失
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

※
ふ
じ
み
野
市
の
歯
科
健
診
実
施
医
療

機
関
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
感
染
症

の
予
防
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
12
月

末
ま
で
の
実
施
期
間
内
で
あ
れ
ば
受
診

で
き
ま
す
の
で
、
適
切
な
受
診
時
期
に

つ
い
て
は
、
歯
科
医
療
機
関
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
　

7
月
１
日
㈬
〜
12
月
28
日

㈪（
期
間
中
1
人
1
回
）

実
施
場
所
　
ふ
じ
み
野
市
成
人
歯
科

健
診
実
施
医
療
機
関（
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
）を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

対
象
　
18
歳
以
上（
平
成
15
年
3
月
31

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）　

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
対

象
外
で
す
。
①
現
在
治
療
中
②
令
和
2

年
度
内
に
治
療
を
受
け
た
③
埼
玉
県
後

期
高
齢
者
医
療
健
康
長
寿
歯
科
健
診
の

対
象
者
＝
前
年
度
75
歳
に
な
っ
た
人

（
昭
和
19
年
4
月
2
日
〜
昭
和
20
年
4

月
1
日
生
ま
れ
）、前
年
度
80
歳
に
な
っ

た
人（
昭
和
14
年
4
月
2
日
〜
昭
和
15

年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

内
容
　
歯
と
歯
ぐ
き
の
健
診（
歯
周
ポ

ケ
ッ
ト
測
定
）な
ど

自
己
負
担
額
　
５
０
０
円

※
令
和
2
年
度
無
料
歯
科
健
診
対
象
者

（
40
歳
・
60
歳
）お
よ
び
生
活
保
護
受
給

者
は
無
料（
実
施
医
療
機
関
に
受
給
証

を
提
示
）。

※
こ
の
健
診
で
治
療
な
ど
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
、
受
診
時
に
自
己
負
担
が

発
生
し
ま
す
。

受
診
方
法
　
実
施
医
療
機
関
へ
電
話
で

「
市
の
成
人
歯
科
健
診
希
望
」と
予
約

の
上
、
受
診
す
る

●「
無
料
歯
科
健
診
の
御
案
内
」を
発
送

　
案
内
が
届
い
た
人
は
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
昭
和
55
年
4
月
1
日
〜
昭
和
56
年

3
月
31
日
生
ま
れ（
40
歳
）

　
②
昭
和
35
年
4
月
1
日
〜
昭
和
36
年

3
月
31
日
生
ま
れ（
60
歳
）

 

保
健
セ
ン
タ
ー

２
６
４・８
２
９
２

在
宅
療
養
中
の
人
の
た
め

の
歯
や
口
の
相
談
窓
口

　
県
で
は
、
歯
科
衛
生
士
が
歯
科
診
療

や
口
腔
ケ
ア
の
相
談
に
応
じ
、
歯
科
医

院
へ
の
通
院
が
困
難
な
人
に
は
訪
問
診

療
を
行
う
歯
科
医
師
を
紹
介
す
る
相
談

窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

●
東
入
間
地
区
在
宅
歯
科
医
療
支
援
窓
口

　

０
９
０・４
７
５
２・８
０
２
０

　

２
６
５・６
３
３
１

対
象
地
区
　
ふ
じ
み
野
市
、富
士
見
市
、

三
芳
町

受
付
日
時
　
月
〜
金
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
４
時（
祝
日・年
末
年
始
除
く
）

PP
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●
費
用
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
　
●
対
象
は
市
民（
市
外
の
人
で
も
、在
勤・在
学
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
該
当
す
る
人
も
対
象
に
な
る
）　
　「
ふ
じ
み
ん
元
気・健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事
業

PP

食
中
毒
に
ご
注
意

　
夏
季
は
湿
度
や
気
温
が
高
く
、
細
菌

に
よ
る
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
原
因
の
多
く
は
、
食
肉
を
生
や

加
熱
不
足
で
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
カ

ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
や
О
１
５
７
な
ど
へ

感
染
す
る
こ
と
で
す
。

●
食
肉
を
食
べ
る
際
の
注
意
点

①
肉
の
生
食
は
食
中
毒
の
リ
ス
ク
が
あ

り
ま
す
。
生
食
用
で
あ
っ
て
も
、
子

ど
も
や
高
齢
者
な
ど
抵
抗
力
の
弱
い

人
は
生
食
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

②
レ
バ
ー
な
ど
の
内
臓
や
食
肉
を
調
理

す
る
と
き
は
、
し
っ
か
り
加
熱
し
ま

し
ょ
う（
75
℃
で
１
分
間
以
上
）。
表

面
が
焼
け
て
い
て
も
、
内
部
が
生
で

あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
肉
は
、
購
入
か
ら
調
理
ま
で
の
間
、

細
菌
が
増
殖
し
な
い
よ
う
、
10
℃
以

下
で
低
温
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

④
焼
肉
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
と
き

は
、生
肉
に
触
れ
た
箸
や
ト
ン
グ
で
、

焼
き
あ
が
っ
た
肉
や
サ
ラ
ダ
な
ど
を

食
べ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
野
菜
や
果
物
、調
理
済
み
の
食
品
が
、

生
肉
や
そ
の
肉
汁
と
触
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
生
肉
の
調
理
に
使
用
し
た
包
丁
や
ま

な
板
な
ど
は
、
そ
の
都
度
、
洗
浄
消

毒
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
調
理
前
や
生
肉
に
触
れ
た
後
、
ト
イ

レ
の
後
は
、
手
指
を
洗
浄
消
毒
し
ま

し
ょ
う
。

 

朝
霞
保
健
所

　

０
４
８・４
６
１・０
４
６
８

スマートフォンとのセット契約トラブルに注意！

消費者の皆さんへのアドバイス

トラブルなどお困りのことがありましたらお気軽にご連絡ください。
 ふじみ野市消費生活センター（相談専用 263・0110）、消費者ホットライン（ 188）

　スマートフォンを契約しに行った際に「光回線や固定電話などを併せて契約
すると料金が割り引きされ、お得」などと勧められ契約したところ、月々の料
金が今までより高くなったというトラブルが寄せられています。契約時の事業
者の説明不足や消費者の理解不足が原因であることが見受けられます。
　昨年 10 月 1 日に、携帯電話の「通信料金と端末代金の完全分離」や割
引の上限額（２万円）が新たに追加された改正電気通信事業法が施行されま
した。端末代金を通信料から割り引く（いわゆる「実質０円」）などの料金の
分かりにくさを解消するためですが、事業者や契約機種・内容・タイミング
などにより、今までより料金が高くなることもあります。

①「お得になる」といったセールストークに惑わされずに、必要かどうかをよ
く考慮して契約しましょう。不要な場合は、きっぱり断りましょう。

②事業者は契約前に「消費者が最低限理解すべき提供条件の概要を説明し
なければならない」と義務付けられています。消費者も、契約した商品・サー
ビスは何か、それぞれの初期費用や手数料・月額料金・適用開始はいつか、
解約条件などを必ず確認しましょう。

③電気通信サービスでは「初期契約解除制度」と「確認措置（※）」の２つ
の契約解除制度があります。適用される通信サービスの種類・条件・負
担すべき費用範囲、手続き方法などが異なります。契約したサービスにつ
いて制度が適用されるか、適用される場合の申し出手順など具体的なこと
は、契約書面で確認しましょう。

※確認措置は、事業者によって「８日間ルール」など独自の呼び方があります。

　携帯電話の販売店に行き、スマートフォ
ンに機種変更した。その時店員から「今、
光回線にすると１万ポイント付けられる」
と言われ、光回線が何かはよく分からな
いがお得だと思い契約した。
　３カ月後、利用料金の明細を見ると、
電話料金の他に光回線代が計上されてい
て、そこで光回線に料金がかかることを
知った。解約を申し出ると
解約料を請求された。結
局、余計な契約をさせら
れたように思う。

事例１

　２カ月前、携帯ショップで新しいス
マートフォンを購入した。その際、タブ
レット端末を一緒に契約すると料金が
安くなると勧められ契約し
たが、後日、請求書を見る
と今までより高くなってい
た。納得いかない。

事例 2

くらしの
１１０番

発行部数
掲載料（1枠）

52,500 部 / 月
2色（墨・シアン）25,000 円 / 回
カラー　30,000 円 / 回

毎月、市内の全世帯に配布しています。
来年1月号掲載分まで募集中。詳しくはお問い合わせください。

有料広告募集中

ふじみ野市広報広聴課（　262・9003）




